
　東北学院は1886年（明治19年）、日本人最初のプロテスタントの一人
押川方義と、アメリカから派遣された宣教師Ｗ．Ｅ．ホーイ、その後加わっ
たＤ．Ｂ．シュネーダーの協力によって、はじめ牧師養成のための仙台神
学校として創設され、５年後に英語教育を中心に置く中等教育を施す東北
学院へと拡大しました。近代国家日本の歩みと共に成長し、第２次世界大
戦の時代には校舎の焼失など、苦難に遭遇しましたが存続し、1949（昭和
24）年、新制大学をスタートさせたのです。
　東北学院の「建学の精神」は、宗教改革者ルターとカルヴァンにルーツ
をもつ福音主義キリスト教です。神を信じ、隣人を愛する生き方を教える
ことを根源におきます。伝統のスクールモットーはLIFE LIGHT LOVEで
あります。これを受けて大学の学則第１条には「キリスト教による人格教
育を基礎として、広く知識を授けるとともに深く専門の学芸を教授研究し、
知的、道徳的及び応用的能力を展開させ、もって世界文化の創造と人類の
福祉に寄与することを目的とする」と定められています。個々の人間を尊
び、自らの決断によって神を信じ、その全能力をもって神に仕え、社会と
人に奉仕し、その発展に尽くす、そのような人間へと成長させ、またそのための基礎的な教養と専門的知
識を自らのものにできるように育成する、これが本学の教育理念であります。
　21世紀に入り、世界は急速なデジタル化を遂げています。本学は、コロナ禍のなか、一昨年度からデジ
タルを利用した遠隔授業を実施、昨年度はBYOD（Bring Your Own Device）を実現、今年度はWebシラ
バスを導入しました。そして、デジタルによる学修目標と履歴を記載したe-portfolioや、また教務課の一
部をはじめ窓口では遠隔での対応を可能とするチャットボットを導入しようとしています。かつて宗教改
革時代にグーテンベルクの活版印刷術によって、母国語の読み書き能力が飛躍的に向上し、福音主義キリ
スト教が浸透したように、いまやデジタルは、大学の教育理念の実現や学修成果の向上に必要不可欠な道
具です。デジタル技術を修得し、豊かな人間的成長を遂げてもらいたいと考えています。
　本学は人文社会系から自然科学系まで、６つの学部からなる総合大学です。基礎的な教養教育から各専
門分野の教育まで、カリキュラムが用意されています。特に４年後、社会人として巣立ってゆくための教
養教育として、英語と、基礎的諸科目（TGベーシック）、さらに地域やキャリアについて学ぶ科目、など
の授業を設けています。オリエンテーションや学内コンシェルジュを活用して、皆さんにぴったりあった
授業計画を立ててもらいたいと思います。より高度な専門教育を希望する皆さんには、６つの大学院研究
科があることも知ってほしいと思います。
　大学の授業は、学生の主体的姿勢を求めます。それは「学習から学修へ」という表現で言い表されます。
聴講するのが中心の授業もありますが、学生が問題を見つけ、ITリテラシーを活用して調べ、まとめて発
表して評価し合う、「アクティブラーニング」という授業も増えています。成績の評価方法も、より詳細に
表記する方向にありますし、受講する皆さんによる教員の授業への評価もしてもらっています。大学での
学びを充実させ、学んだことを真に理解してもらい、卒業した後も役立つようにと考えています。それだ
けに皆さんにも、真摯で厳しい授業姿勢が求められるのです。
　本学のこのような教育理念と、授業内容をよく知って、大学生活のスタートを切ってください。そのた
めにこのWebシラバスを大いに利活用していただきたいと願うものです。
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